
＜主な内容＞
○本四架橋を主体とする吊橋ケーブル製
作架設技術の総括と，高強度ワイヤの
開発状況
○ケーブルの張力と剛性の同時推定法
○動吸振器による超長大吊橋の耐風安定
性の向上策
○2主桁橋やケーブルトラスト橋など，
最近の新形鹿磁烹び 舌停
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合圧縮機メーカとして多様なユーザニー
ズに応えるべく，これら圧縮機の改善，
適用範囲の拡大などに取組んできていま
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開発の一端を把握していただけるものと
考えています。
当社は，環境保護や省エネルギに加え，
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